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不況になると財政出動への要求が出てくるが、これは最も粗雑な意味で

のケインズ政策といってもよい。『一般理論』は、たしかに、有効需要が

不足して非自発的失業が生じている場合、低金利や公共投資が必要になる

ことを示唆しているが、財政出動だけがケインズ政策なのではない。ケイ

ンズが一生を通じて貨幣理論家だったことは改めて言うまでもないが、『一

般理論』の第 17 章「利子と貨幣の基本的性質」では、「貨幣」が他の財と

比較してどのような特徴をもっているのかを詳しく論じている。

ケインズは、かいつまんで言えば、貨幣の二つの特徴（「生産の弾力性

がゼロ」「代替の弾力性がゼロ」）に注目し、貨幣の生産が増えず（民間企

業が金のなる木から貨幣を摘み取ることはできない）、貨幣の需要も代替

の弾力性がゼロなら簡単に抑制できない（ふつうの財なら Aの相対価格が

上がれば、需要は Bの方へ移っていくが、貨幣の場合は、その交換価値が

上がっても需要がほかの財へ移っていかない）ために、利子率が高止まり

し、不況の原因になることを丁寧に説明している（もうひとつ「持越費用

がゼロ」という特徴もあるが、これは上の文章とは関係がない）。この章は、

アルヴィン・H・ハンセンのようなアメリカの優れたケインジアンにもな

かなか理解されなかった。そのためもあって、アメリカでは財政主義的な

ケインズ理解が普及し、それが戦後日本にも輸入されたのかもしれない。

だが、戦前の日本では、金融論の専門家（例えば、東京商科大学の鬼頭

仁三郎）のなかから優れたケインズ研究家が輩出しており、財政主義に偏っ

たケインズ理解を提示することはなかった（鬼頭氏の『貨幣と利子の動態』

1942年は力作である）。ケインズ研究の水準は戦前から決して低くはなかっ

たのだ。

ケインズ『一般理論』を原文で読む①

Unemployment develops, that is to say, because people want the 
moon;— men cannot be employed when the object of  desire (i.e. 
money) is something which cannot be produced and the demand 
for which cannot be readily choked off. There is no remedy but to 
persuade the public that green cheese is practically the same thing 
and to have a green cheese factory (i.e. a central bank) under public 
control. 

「いって見れば、人々が月を欲するために失業が生ずるのであ
る。̶̶欲求の対象（すなわち、貨幣）が生産することのできな
いものであって、それに対する需要も簡単に抑制することができ
ない場合には、人々を雇用することはできないのである。救済の
途は、公衆に生チーズが実際には月と同じものであることを説得
し、生チーズ工場（すなわち、中央銀行）を国家の管理のもとに
おくよりほかにはないのである。」

（塩野谷祐一訳『雇用・利子および貨幣の一般理論』ケイ 
ンズ全集７巻、東洋経済新報社、1983年、234ページ）

前から読んでみる。「失業が増えるのは、すなわち、人々が月を欲するからなのだ」
とある。ハイフンがあり、「人々を雇用することができない」のは、どんな場合かを
when以下が説明している。「欲求の対象（すなわち、貨幣）が生産できないものであり、
それに対する需要もたやすく抑制することができない場合」だとある。
そして、that以下を「公衆に説得するほかに救済策はないのだ」と続く。that以下

も難しい英文ではない。「生チーズが実際には月と同じものであると説得し、生チー
ズ工場（すなわち、中央銀行）を公的管理のもとに置く以外にはないのだ」というこ
とである。ケインズの文章は明快である。

*　『ケインズ全集』の第 7巻が『雇用・利子および貨幣の一般理論』（!e General 
!eory of Employment, Interest and Money, 1936、上は 235ページから）


